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キリシタン文献の「対スJ について

「スピリツアル修行」国字写本の表記に関連して一一
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5 おわりに

はじめに

白井 純

キリシタン文献の「対ス」は，ニ格・へ格に後接して用いられる漢語サ変

動詞であるが，日本側文献とは意味が異なり使用頻度も大きく相違する特殊

な動詞である。

本稿で扱う天理本「スピリツアル修行J国字写本(以下「国字写本J)は寛永

を降らない時期に何らかのローマ字本から転写したものと考えられ，誤表記

も含めて漢字表記率の高さが顕著であるが， f也の国字版本では平仮名表記さ

れる助動語 i(サ)スJ i(ラ)ノレ」等を「為J i被」として漢字表記した笛所が

少なくない10 ところが「対セラル」に霞つてはサ変動詞であるにも拘わらず

i(サ)ス」と伺様な「為」を用いた「被為対」という表記がみられる。

leil字写本の特徴については石塚・笠島(2000)を参照。なお「スピリツアル修行J には東

洋文庫本もあるが，漢字表記率が低いため本稿で扱う問題には直接関係しない。東洋文

庫本についても石塚・豊島(1995)に紹介がある。
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キリシタン文献の尊敬の r(ラ)ル」は低位の主語を持遇することが殆どだ

が r対スJに代表されるの一学漢語サ変動詞については「ラル」で高位の主

を待遇した箇所が多く，他とは異なった鰻向がみられる O また，キリシタ

ン文献の一字漢語サ変動詞に助動部「サス」が後接した場合に承接の仕方が

不安定であることも特徴として指摘される O

本稿は以上より，国字写本の「被為対」という表記は「対セラル」の「セ

ラル」を所謂二重敬語の「セラル」に代わる表現として例外的に解釈するこ

とによって出現しており，これはキリシタン文献の編集段階における「対スJ

と「サスJ との承接方法の不徹底に由来することを主張する O

凡例

凡例は以下とおりである。

・原文の引用に際し，口は虫?員不明箇所， [ ]内は本文に補記入された箇所， ( )1乃は所

在箇月号である。引用に際しては例示のために下線を付し，ローマ字本は遜主主翻字して示

した。跨題箇所については[ ]内に原本の表記を併記した。

・所在箇所の rOJ '[jは表， r UJ 'V Jは裳をま交す。「サントスの御作業Jの 'PJは第一巻，

， SJは第二巻を表す。 γ数は原則として原文のものだ、が日著書苦手書J'日本大文典Jにつ
いて邦訳本の該当箆月号を示した。「スピリツアル修行」国字写本の了数は石塚・景島(2000)

に倣い，防始頁を 1了と数えた。

・各キリシタン版の略称は， tsニ「スピリツアル修行(国学写本)J，SPニ「スピリツアル修

行(ローマ字版本)J，AH='天草本平家物語J，AI= r天革本伊曽保物語J，ST='サン

トスの御作業J，FD二二「ヒイデスの導自前J，CM= r-コンテムツスムンヂ(ロー?字本)J， 

GP='ぎやどぺかどるJ，CDニ「どちりなきりしたんJ，OR='おらしょの綴訳J，CK= 

「こんてむっすむん地(国字本)J，である。なお，調資資料については後に一括して示し

た。

2 国字写本の「為」表記

関字写本についてはち塚・ (2000)に主な特徴が紹介されているが，そ

のなかで同写本の漢字使用率の高さについて「……これは r被曳J(ひかれ)， 

(よろこばせ)， r被為対J (たいせられ)， r不浅J (あさからず)， 
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持J(もちたてまつり)， '可奉申上ぞJ(まうしあげたてまつるべきぞ)の様に

助動詞・補助動詞類宅旨漢字表記しようとする傾向(，ぎやどぺかどる」には皆

無)が特に本書後半に強まる事が一因である oJ と指摘されている。

本稿はここに挙げられた「被(ル・ラル)J'為(ス・サス)J'不(ズ)J'奉(タ

テマツル)Jのうち「為」に注目したい2。以下に苗字写本表記とローマ字版本

表記とを対応させた全用例を出現順に挙げる O

。

。

表 1: I覇字写本の「為」表記

為含給ふ(ts7 0 8) 1 fucumaxetamる(SP89 v 1) 

[さ]給ひ(ts11 u 12) qi型 tat巴matcuri(SP 93 r 27) 

Z主味泰り (ts12 0 2) I agiuauaxetat巴matcuri(SP 93 v 4) 
主主味奉る (ts18 u 3) aguiaua笠 tatematcuru(SP 99 r 18) 

為見給ひし(ts19 0 12) mixεtamaixi (SP 100 r 7) 

為知給わん(ts42u5)

召(ts5102)

(ts6002) 

為沈給ふ(ts64 0 5) 

xiraxetamauantameni (SP 120 v 1) 

taixerare (SP 125 v 1) 

m巴xiidasaruru(SP 131 v 19) 

qi茎金tate-matcurite(SP 134 v 16) 

qi主主tat日matcuri(SP 138 v 15) 

motax怠tatematcuri(SP 138 v 19) 

mota茎.<:tatematcuru(SP l39 r 1) 

qixetatematcuritaru (SP 139 r 11) 

vaqimaye盟担tamai(SP 140 r 7) 

qi主主tamらbeqi(SP 140 r 19) 

vqe!翌三ftamo(SP143 v 21) 

taix巴rar巴(SP144 r 18) 

mixe (SP 145 v 7) 

01被為対(ts66u5)
xizumaxetamる(SP151 r 5) 

taix巴rare(SP 153 v 24) 

為口給ひ(ts70u1)

01被為対(ts70 u 6) 
為関給へ(ts70u6)

01被為対(ts73 0 7) 

yorocoba茎ftamai (SP 157 v 10) 

taixerare (SP 157 v 17) 

firacaxetamaye (SP 157 v 20) 

taixerare (SP 160 v 20) 

2 r為」は「タメ」の表記としても河写本中に百数十例ある。

127 



北大文学研究科紀要

以上24例の内訳は，助動詞 r(サ)スJ が併せて 18開(16例が「セJ・2例

が「サセJ)で，内容は使投が 16例で尊敬が2例である(但しts56 0 11の用例

は助動詞サスを二度表記した誤写であろうから参考までに示す。ローマ字本

からの酪字に際して，ヘraqimaye"を「弁ゼ、」に読み替えることはないように

思う)。

.rス({吏役)J :人愛の御処ノ¥高率に甘露を為含給ふ(ts7 0 8) .rサス(使役)J :御身の高大に在す事を為弁させ給へ(ts56 0 11) 

.rス(尊敬)J :悲涙に為沈給ふ御母是を抱き取給わんと (ts64 0 05) .rサス(尊敬)J :高大成御堪忍を以双ひなき締苦患を為受給ふ燃立御大切
に(ts58 u 12) 

したがって「為」表記は専ら r(サ)スJ の漢字表記であると考えてよい。

また「被[為]召 (ts51 02) J は何らかの文字創出して「為」を補っており，

ローマ字版本の九nexiidasaruru"を留学写本で所謂二重敬語に変更したもの

かもしれない

ところがO印を付した 5例は助動詞 r(サ)ス」ではなくすべて「対セラル」

即ち「被為対」であり，サ変動語を「為」で表記する佑例がみえないことと

併せて，解釈には疑問を呈する必要がある。

・願口世界を受返し給ふ量りなき噴とし巴流し給ふ御口に被為対過し悪の

目なりし処を赦し給へと謹て頼み奉る (ts46ull

・仰き願くハ御身の難堪御苦痛難難を請給ふ御大切ニ被為対則其深き御大
ぬぎハナ

切の矢やを我等が駒しよふ中に射立いたて給ゐて犬を抜放し奉らざる様

にがらさを与へ給へ(ts59 0 10) 

・口に御主天主御身口御子に被為対我等が科を赦し給ひて再ひ犯す関口為

に深く罪を嫌ひすぎむ心を与へ給へと謹て泰頼あめん(ts66 u 5) 

・御身いつ迄も尊まれ給へ是等の御善徳に被為対御身を見知り鰐口切に存

し敬ひ奉るが為に我等が智恵の眼を為関給へ(ts70 u 6) 

3 石塚・豊島(2000)の指摘するように国学本筆写者はローマ字本からの転写に際して自移

りによる脱落や不適切な翻字など様々な誤りを犯している。
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-御身に遠ざからする世界の実もなき口みを退け給ひて口御蘇生に被為対

御惑悲の上より終ニあ口ま色鉢口蘇活を遂(ts73 0 7) 

国学写本の「対セラノレJ はこのような漢字表記のみであって，平仮名表記

がみられない。

なお「ラル」が後接する場合 r対セラル」以外の一字漢語サ変動詞につい

ては平仮名表記(うち「罰セラノレ」が4箇所)され，二字漢語サ変動謂につい

ても 20笛所すべてが平仮名表記である。

・一字漢語サ変十「らるJ 汝故にくるすに掛られ給ひ我等が科より

れ給ひ(ts11 u 12) 

・二字漢語サ変十「らる J 天主ばてれ口打開せられ給ゐ我等が科口鶴肩に

背負ハせ給ひ我等が科によりて癒を蒙り給ひ我等が不口より

れ給ふと書給ふ塩(ts11 u 2) 

・一字漢語サ変十「被J. '新き科を以再ひ我等死罪の決着を不被伏して右の

締j患を不奉口様に(ts58 0 1)【ataraxiqitogauo motte futatabi varera 

xizaino qetgiacuni fuxerarezu xite miguino govonuo 

vxinaitatematcurazaru yるni(SP 142 r 11) ] 

・二字漢語サ変十「被J 世界の御扶予被口構給ふ4観念の事(ts53 u 5) 

[XECAI-NO VONtasuqete chochacu xeraretamo Medeitacam no 

coto. (SP 136 r 1) ] 

・その地の動詞十「被J 又同敷牛馬を繋ぐあはらやニ御誕生被成し事を始

として(ts15 u 5) 

5箇所の「対セラル」については「被為対」という表記をする一方で 4

箆所の「害セラノレ」についてはすべて「害せらる」という表記なのは何故だ

ろうか。国字写本の「被」表記は，尊敬/受身および連用形/連体形すべて

に宣っており，これが使い分けに影響したとは考えにくい。また僅か2例で

はあるが，一字・こ字漢語サ変動詞に「被J が前接した場合には「不被伏」

「被口構給ふ」のようにサ変動詞が省略されている。

4 虫援箇所はローマ字本との対照により rnJRPち「打豊富~J と推定される。
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表 2 助動詞 r(サ)スJ および動詞活用語尾の表記

漢字表記 平仮名表記

助動詞 r(サ)ス」 18 52 

一字漢語サ変十「らる」 6 (すべて「対スJ) 5 

二字漢詩サ変十「らる」 20 

一字漢詩 「被J l 

二字漢語サ変十「被J l 

その他の動詞十「被」 3 127 

「対スJ を除くサ変動語とその他の動詞については rらる」が後接するな

ら平仮名表記 r被」が後接するなら無表記でほぼ一貫している九したがって

「為」表記が専ら助動詞 r(サ)ス」の漢字表記であることと許せて r対セラ

ル」であれば「被対」もしくは「対せらる」という表記がむしろ適当と思わ

れるのである。

以上に検言すした「為」及び「被」の表記の額向からみると，ローマ字本か

ら国字本への翻字の過程で，可aixerarJは一般的に想定されるサ変動詞に助

動詞「ラル」が後援したものではなくサ変動詞に助動詞「ス」と助動詞「ラ

ル」が後接した所謂二重敬語として例外的に解釈されていたと考えられるの

ではないだろうか。こう考えることで，受身の「害セラル」が平仮名表記な

のも説明できるだろう。そしてこの例外的な解釈は，次節以降に述べるよう

にキリシタン文献の編集段階における「対ス」と「サス」の承接方法の不徹

底に由来すると考えられるのである。

5 助動詞 r(ラ)ル」について「被」表記を行う場合は基本的に動詞の活用語尾は表記しな

い。 例外となる 3例は「其外じゅでいの習ひの如く入るべき程の事を調へ被絞め被市た

る事を観すべし(ts680 10) Jのl例のほか，通常返読される「被」が願読となる「深く

窓、ハ被奉ると (ts34 u 1) J r添被申書葬(ts48u4)Jが2例みられるのみである。
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3 r対ス」周辺の敬語表現の矛盾

はじめに，キリシタン文献の「対スJ を概観しておく O 調査対象としたキ

リシタン文献全体では 1000例に近い「対スjが用いられており一般的な動詞

であることが分かるが，以下に代表的な例を挙げる。

・この以前Christoに対し奉りて死し給ふ数多の義人達の鏡を忠ひ出だし

給へ[conoyjen Christo ni taixi tatematcurite xixi tamるamatano 

jennin tachi no cagami uo vomoi idaxi tamaye] (ST 220 p 10) 

-このApostoloはJesu Christoに 本国を ふに及ばず

[Cono Apostolo ua Jesu Christo ni taixitatematcurite fongocu uoba 

yuni voyobazu]，天をも捨て給ひ， (ST 38 p 11) 

・例ひ殺害に及ぶといふとも，我等に対し給ひて貴き御一命を果たし給ふ

御主に対し奉りて露の命を捧げんこと【varerani taixi tamaite tattoqi 

goichimei uo fataxi tamるvonaruji ni taixi tatematcurite tcuyu no 

inochi uo sasaguen coto】ものの数にもあらずと，諌め給へば，

(ST 215 p 8) 

キリシタン文献の「対ス」は必ず与格助詞「ニ」や「へJ に後接して用い

られ r~が原閣でJ r~に掛けてJ r~に国んでJなどの意味を添えるという

働きをもっ O また「日本大文典」にも rTaixi(対し)，又は， Taixite(対して)

は動詞Taisuru(対する)の分詞であって，ある人に関してとか，その人をなさ

れる事の対象としてとかいふ意味，換言すれば，或人の為にといふ意味を示

す。さうして Ni(に)を伴った与格をとり，往々また Ye(へ)を伴った与格を

とる。例へば， Deusni taixitatematcuri (デウスに対し奉り)は，デウスの為

にの意である。 (p.522)Jとあって向様のことを指摘しているが rなされる

の対象」と「或人の為に」では，今日的な言語感覚からみて意味の差が大き

いようにも思われる。

「対ス」の後接する与格助詞が人物の上下関係に関係する場合 r対スJ に

は多くの場合「給ブ」や「泰ル」といった敬語表現が後接して，人物関係を
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明躍にする機能を担っている O ところが日本側の文献では「対ス」はそれほ

ど頻繁に用いられる動詞ではなく r梅沢本栄花物語」ではO例 r延慶本王子

家物語」では 3例(2例は漢文)， r土井本太平記」では 24例 r土井本甲陽箪

鑑」では 31例(12例は漢文)， r静嘉堂本醒睡抄」では 7例(3例は漢文)， r虎

明本狂言集JではO例iであり r奉lレJなどの補助動語が下接するのは「甲陽

軍鑑」のみであるなど，文献によっても慎向が異なる。.r晴信代に家をゃぶりてハ，跡升六代へたいし，靖信，めんもくなき次第
也……」と思食てこそ， (甲陽箪鑑 1-650-1)

・こなたハ，勝頼公一大将にて，いはんや，御年三十歳，殊に敵にたいせ

は，五分ーの人数なり(甲陽箪鑑17-630-8)

日本側文献の「対ス jの意味はキリシタン文献とは異なり r~に向かつて」

r~に対比してJの意味に近く，現代日本語とほぼ向ーであるまた，まれに

「がJ rをJ Vこ後接して用いられた例もあるが，これらは「対持するJ の意味

が強し〉。

敬語表現に関連してみるなら，一般の動詞については r(サ)セラル」が下

接することがあるのに「対ス」にはこの表現が全くみられないことが特徴と

して挙げられる O

・(S.Pau!o)・…υ そのほか色々御教化させられ【Sonofocairo iro goqeoqe 

saxerare]，キリシタンの中に種々の妨げ起こるべければ，その覚悟専ら

なりといふ儀を貰ふなり (STp21-23) 

・(Aposto!o)……それより十年の関は御心のままに弘めさせられ，イスパ

ニヤ，フランサ，イタリヤ いづれの国々にも大きに繁

栄し給ふなり【Soreyori j{men no aida ua von cocoro no mamani 

firome saxerare， Hispania， Franca， ltalia uo五romesaxerare， izzure 

6 日本側文獄にはよく似た意味の動詞に「対阪ス」があり梅沢ヱド栄花物語」では 8jJlJ，

「延慶本平家物語」では 13例土井本太平記」では 16例土井本甲陽箪鐙」では0例

(f対面ナサル」がある)， f静嘉堂本臣室経抄」では I例虎明本狂言集」では 2例，となっ

ている。認査対象としたキリシタン文献の「対面スJ は全体でも 10併に満たない。
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no cuniguni nimo voqini fanyei xi tamるnari.](STp 25-3) 

これら尊敬の「サセラノレ」は多くが連用形であり，対セラル」と同様に文

中に現れることが多い。以下はキリシタン宗教文献について主語が神的存在7

である文に用いられた，一字漢語サ変動詞と一般の動詞(四段動詔「為スJは

除くりに「給フJ，(サ)セラル(尊敬)J，(ラ)ル(尊敬)Jの何れが後援するのか

について活用形別にまとめたものである 90

表 3 動罷と活用形による偏り

給ブ (サ)セラル (ラ)1レ 小計

適用形
一字漢詩サ変 119 33 152 

一般の動詞 1496 50 17 1563 

その他
一字漢語サ変 186 186 

一般の動詞 5777 17 30 5824 

用例全体ではその他の活用が連用形の 4倍近いが， ，(サ)セラ}VJ (ラ)ル」

については連用形の箇所に舗って用いられる傾向がある O 一字漢語サ変動調

については連用形しかみられず， 152例中の 33例が，(ラ)}VJであるのに対

して，一般の動詞は 1563例中の 17例が，(ラりわであるに過ぎない。また，

一般の動詔(一字漢語サ変動詞以外)には，(サ)セラル」がみられるのに対し

て一字漢語サ変動詞には，(サ)セラノレ」がみられない。このことから，

漢語サ変動詞に後接する「ラル」のなかには，本来であれば，(サ)セラノレ」

が期待される箇所に用いられたものが含まれていると推測されるのである。

以下は主語が神的存在である文に用いられた動認「対スJ について，下接

する敬語表現によって分類したものである(，対シ奉ル」は掠く)。

7 r綴l:i:J r御身」、、Deus"など微を表す主語で，キリシタン文献では最も高い敬意の対象と
なる。

8 r日本大文典」に「ナサル」と「サセラル」との敬意は向等であるという記述がある。実

際には御~ナサル」というように「御」を伴うことが多い。

9 使役の「サセ総ブ」など複合的な表現はすべて除外した。
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表4: r対ス」に後接する敬語表現

ST FD CR GP CD SP CK 言十

サセ給フ

給フ 4 25 6 18 l 21 1 76 

サセラル

ラノv 2 3 3 1 3 16 3 31 

「対シ給ブJ i対セラlレ」以外はみられない。このことは「日葡辞書Jの「対

ス」の項に例文として iJ esu Christo我等に対せられて，或いは，対し給ひ

て(p.606)J とありまた i日本大文典」の「対スJの解説に「他の動詞と同じ

く，尊敬又は卑下の助辞.Rare. tamai. tatematcuriなどを取り縛る…… Jesu

Christoは人に対せられ，或いは，対し給ひて Cruzに掛かり給ふ，など(p

522)Jとあるのに合致している。

以下の例では i対ス」以外は「給ブ」もしくは i(サ)セラル」が後接する

のに反して i対ス」だけ「ラノレ」が後接して飽と異なった傾向を示す。

・(S.Francisco)……ざれば御主へ御Animaを捧げ給はんとての二年前
に，先づ大きなる辛労を堪へさせられてより.Aluerniaといふ山に査ら

芝生長.S. Miguelに日正-¥i-i?;hlて，御家風の知く.Quaresmaを強主主

給へば，常よりも天の御おとづれを覚え給ひ，天のことに燃え立たせら

ι，深き望みを以て.Contemplacaoの甘露に五通L盆企に，
(ST 197 p 7) 

キリシタン文献の i(ラ)ル」は，敬語表現としては i(サ)セ給ブJ i給ブ」

i(サ)セラル」より明らかに低く位置づけられ，キリシタン文献においては最

高位にあたる神的存在に対してそれ単独で敬語表現を行うことは稀である。

このことは「日本大文典」に. i (ラ)}レ」は「話しことば及び書きことばにお

いて低い程度の敬意を示すJ. i (サ)セラル」は「話しことばにおいて最も高

い程度の敬意を示すJ. i給ブJi(サ)セ給ブJは「書きことばにおいて最も

い程度の敬意を示す」とある (p.579)ことにも示されている。

したがって「対セラル」を「対ス」に「ラル」が下接した表現だと考える
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なら I日本大文典」は内部に矛盾を生じることにもなるだろう。

4 助動誤「サスJ との不安定な承接

キリシタン文献では「対ス」に代表される一字漢語サ変動詞に下接する

敬の助動詞「サス」がみられないが， {吏役の「サス」はみられる。但し，承

接の仕方が一定でない。

表 5 キリシタン文献の一字漢詩サ変動詞と「サス」の承接

AH AI ST FD CR GP DC SP CK 計

未然形 l 10 2 13 

連用形 6 6 4 3 19 

省略 l l 1 2 1 2 4 12 

以下は箆役の「サスJ に前接する「信ズ」の例であるO キリシタン文献全

体では「信ズ」未然形接続が6f7U，連用形接続が3例みられる。

• Deusこnら せ給はん為に【corerauo xinje saxe tamauan 

tameni]，奇特不思議をのみ現し給ふなり。 (FD88-20) 

• Euangelhoを信ずる事はすくめて隼1之さする事なり【sucumete xinji 
sasuru coto nari】(FD615-10) 

以下は使役の「サス」に前接する「生ズ」の例である。ローマ字版本と

字写本とを併せて示す。ローマ字版本では同じ承接が近接して現れるにも拘

わらず承接の仕方が異なっている 10 キリシタン文献全体では「生ズ」の未然

形接続が4例，連用形接続が1例みられる。

・例へば， Deus天地御製作の時，様々の花咲き，実を結ぶ、千草万木を生じ

させ給はん為に【xesるbambocuuoxojisaxetamauan tameni]，先づ大

10国学写本は虫損により完全には判別できないが，問題筋所についてはローマ字版本と河

ーであると推定される。
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地の上の水を押しのけ給ひ，乾きたることとなし給ふ如く，今も又退屈難

犠等に届く堪忍を以て数々の潤沢なる善徳の果実を生ぜさせ給はん為に

[quajituo xるjesaxetamauantameni]， (SP 120 r 16) 

.0愈ハ日天地御口せい{乍の時様々の花咲実を

先大地の上の水を押退おしのけ給ひ乾き

ん為に

となし給ふ口又退屈難儀等

に届く堪忍己数々の瀧沢成善纏口花実を生せさせん為に(ts42011) 

また，省略の例として以下を挙げておく。

・これを以て斯様なる食の類ひを Deusより無縁に与へ給ひて，自由に食

主主給はん為なり [jiyunixocu saxe tamauan tame nari】(FD45-3) 

・勝ちたる者には寿命の木の実を与へ服させ給はんとなり【conomiuo

ataye bucusaxe tamauanto nari] (CR 122-5) 

これらはサ変動詞が四段動諦北したと考えることもできるが r食ス」につ

いては以下のようにサ変動詞の活用を示すこともあるので設意が必要で、あ

る。

-その身も共に泣く泣く帰り，何をも食せず [naniuomo xocu xezu]， 

局中に寵もり居て， Sanctaの御死去を悲しまるるものなり (ST235-16) 

以上はキリシタン文献における一字漢語サ変動詔と使役の「サスJ との承

接方法が不安定であったことを示している。

ここで日本側文献の状況と併せて把握しておきたい。以下に使役の「サスJ

が後接した一字漢語サ変動詞の活用とその例数を示す。

表 6 一字漢語サ変動調と「サスJ との承接

栄花物語 平家物語 太平記 キリシタン文献 醒謹抄 狂言

未然形 77 21 13 13 3 1 

連ffl形 1 19 1 

省略 12 

サ変動詞の省略がみられるのはキリシタン文献のみである O

未然形接続は漢語サ変動調と「サス」の承接の仕方としては古いもので，
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中古から中世にかけての文語に一殻的な承接である。

・うちにはけさやかに奏せさせ給はねと(梅沢本栄花物語巻十一407)

・生身の大師は釈迦如来と信ぜさせ給ひて【尺迦如来ト信セサセ給テ】，日

数を延べて，御幸の儀を引きつくろわせ給ふべくや候らむ」と申しけれ

ば， (延慶本王手家物語三本55u 6) 

・これらの御奇特を Deusより現し給ふ子細は， Pamの色，香，の下に真

の尊体寵もり給ふと吉ふ事を Animaに徹せさせ給はん為なり [Anima

ni texxe saxe tamauan tame nari] (FD 611-18) 

連用形接続は未然形接続に比べて新しい承接の仕方であると思われる。

・それならハいつもと〉母の朗詠をだんじさせらる〉をきいひて(虎明本狂

言集婿狂言590-8)

キリシタン文献で i対ス」に代表される一学漢語サ変動諮と使役の「サス」

が不安定ながらも承接し，尊敬の「サス」とは全く承接しない理由のーっと

して，代替表現が豊富な敬語表現に反して使役表現はとり得る表現の幅が狭

いため，やむを得ず「サス」が現れたとも考えられる。使役の助動詞には「シ

ム」もあるが，漢語動詞に後接する箆役の「シム」の例は各文献10例前後と

少なく，一字漢語動誌に後援した例は，

・(Jesus)…・・・汝遼，我と共に Tentacamに堪忍し届けらるるによって，天

の国を DeusPadre我に任せ給ふ如く，我また汝達に任するなり。これ

我が国なる飯台の上に服せしめ【fandainovyeni bucuxexime]， Israel 

十二の子孫を札すべき台に座すべき為なりと宜ひ， (SP 162 v 14) 

をみる程度である。「シムJには敬語表現が後援せず世俗的文脈で用いられる

ことが多いのは i甚だ下品な言ひ方であって，その中に非常に尊大ぶった気

持を含んでゐて対予を甚だしく軽蔑するものである。だから，告分自身の召

使に対して使ってよい(p.60)J という「日本大文典」の記述にもあるとおり，

神的存在とその信者という関係に用いるのは適当でないという事構を反映し

たものであろう。

なお，サ変動詔の省略はこ字漢語サ変動語においてはキリシタン文献以前

から頻繁にみられ，キリシタン文献も全く揺れがみられない。
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ei卸主Jesu Christo三日過ぎてより万民に飽満させ給ふ事は (Bるman

saxetamらcotoua]，御身の鰐被官にも， Religiamの三つの願の後，御

寛恕をなし給ふと言へる儀なり。又御主は聯かの事にでも人を飽満させ

給ふぞいるmansaxetamozo] (SP 301 v 07) 

キリシタン文献では，尊敬の「サセラル」自体は少ないながらも用いられ

るが，ニ字漢詩に下接する尊敬の「サセラノレ」が殆どみられない。その理由

は「御00ナサノレ11J (前期のキリシタン版では '00ナサル」もみられる)と

いう表現が非常に多く，これが「サセラル」を代替しているためと思われる O

・(JesuChristo)……また洛中へ入り給へば，すなはち Temploへ塑霊童

主主主 (Temployegosanqei nasare]，商売を以て Temploを汚したる

者共を追ひ出だし給ふ事を観ずべし(SP122 v 14) 

「御00ナサノレ」のりレ」の活用形は連用影が多く，サセラノレ」と陪様に

文の途中に現れることが多い。神的存在を主語とする文について，スピリツ

アル修行」ローマ字版本の「御00ナサル」は連用形が80例，それ以外の活

用が70併となるが， ，(御)00給ブJについては連舟形12例，それ以外の活

用がら2例となっており，領向は大きく異なる。したがって，文中で連用形が

要求される位置については，文末位置に多い「給フ」ではなく，ラル」を用

いた「御00ナサル」が出現し易いということができる。

しかし，一字漢語については「御OナサルJ という表現自体を行わないも

のが多く，御対ナサノレ」はみられない。したがって一字漢語に下接する「サ

セラル」が表現上要求されるものの，承接方法についての理解が不足したた

めに「対セラルJ というかたちでやむなく代替することもあったと考えられ

るのである O

5 おわりに

キリシタン文献の「対ス」はいくつかの点で臼本側文献にはない特徴を示

llO二つはこ学漢語，。一つは一字漢詩を示す。
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しているが，助動詞「サスJ iラル」との承接に関連して，

• iスピリツアル修行J 国字写本では「対セラル」を「被為対」と表記す

るが i為」はこれ以外の箇所では i(サ)ス」を表記するために用いられ

ている0

・キリシタン文献の「ラル」は敬語表現としては弱く低位の主語を待遇す

るのが通例であるが i対セラル」に代表される一字漢語サ変動詞につい

ては最高位の主語を待遇する「ラルJ が頻出してこれと一致しない。

・キリシタン文献の「対ス」と「サス」の承接方法は:不徹底であり iサス」

の使用にあたって混乱が生じた可能性があるO

ことが指摘される。キリシタン文献においては「対ス」に「ラルJ が後援し

た「対セラル」を「サセラノレ」に代わる表現としてやむなく用い，これを国

字写本の筆写段階で所謂ニ重敬語の「サセラlレ」として例外的に解釈した結

果 i被為対」という表記に至ったと考えられるのである。
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